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英語 

 

Ⅰ 

多岐選択問題。出題の意図は、高校卒業までに学ぶ基本的文法・構文・語彙の修得度の測定に

ある。 

 

Ⅱ 

多岐選択問題。会話文を用いた読解問題である。出題の意図は、高校卒業までに学ぶ日常会

話表現を理解・活用する力、および会話の流れを論理的に把握する力の測定にある。 

 

Ⅲ 

多岐選択問題。長文を用いた読解問題であり、高校卒業までの学習内容で十分に対応可能で

ある。出題の意図は、文脈を捉え、論理的な思考に基づいて内容を理解する力の測定にある。 

 

Ⅳ 

Ａ：多岐選択問題。出題の意図は、文法的誤りを見抜く力の測定にある。難易度はやや高い。 

 

Ｂ：並べ替え形式の英作文問題。出題の意図は、会話の文脈を踏まえ、文法的に正しい英文を

作る力の測定にある。難易度はやや高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



国語 

 

大問Ⅰの本文は戸谷洋志『未来倫理』。漢字を含む現代語に関する基礎的知識を問いながら、

一定の分量の現代文の読解力を測った。 

 

大問Ⅱの本文は『更級日記』。基礎的な古典語知識、また古典語文法知識および古典文学史の

知識を問いながら、一定の分量の古典語文の読解力を測った。  



日本史 

 

Ⅰ 

古代から中世にかけて、文化史の 1 つのテーマとして、日本の芸能の発生と発展について、特

に宗教との問題と関連して理解できているかを問う問題である。作品と作者名を単純に結び

付けて覚えているかではなく、それらが行われた建築・場の問題や当時の政治との関係を理解

できているかを問うている。 

 

Ⅱ 

先史時代、特に近年発掘が進み、より豊かな歴史像が提供されている縄文時代について、特に

住居や生活。習俗面について理解できているかを問う問題である。 

 

Ⅲ 

織豊期から江戸初期にかけての対外関係についての問題である。その流れを抑えているか、

また重要な人物や事項について理解できているかを問う問題となっている。 

 

Ⅳ 

近代の女性史についての理解を問う問題である。その始まりから、変遷、第二次大戦後の民主

化の中で重要な役割を果たしていることを理解できているかを確認することを目的としてい

る。  



世界史 

 

Ⅰ 

古代から中世への大きな変化の時期であるゲルマン人の移動とローマ帝国の崩壊の問題を意

識させることを目的とした。ゲルマン人の移動をユーラシア大陸全体の中でとらえ、かつロー

マ帝国との関係を一時的なものではなく、長期的で複雑なものとする認識を選択式で問う問

題とした。 

Ⅱ 

トルコ民族の西進とイスラーム化を問う設問である。モンゴル高原を発祥の地と推定されるト

ルコ系遊牧民は突厥やウイグルをたて栄えた。ウイグル滅亡後西進を活発化させ、11世紀には

初めてトルコ系王朝が全体としてイスラーム化した。その後ブワイフ朝を滅ぼしアッバース朝カ

リフを名目的に立てつつも、セルジューク朝として実権を握りビザンツ帝国と矛を交えるまで

について問う選択問題とした。 

Ⅲ 

漢代の政治と対外関係についての出題。前漢では武帝の対匈奴戦争による経済立て直し、後

漢では外戚と宦官の政治進出による混乱と農民反乱との関係について問う内容。 

Ⅳ 

1960年代から 70年代のベトナムの動向を通して、東南アジアの主要国である同国がどのよ

うに国家統一の道を歩んだのかという点を問題にした。 

Ⅴ 

ヨーロッパによる他地域の植民地化およびそれに対する抵抗運動の代表的事例であるイギリ

スのインド統治の実態について、具体的な用語と共に理解しているか問う。  



政治経済 

 

Ⅰ 

第二次世界大戦の終結と冷戦の進展、核軍縮の過程について基本的な知識を問う。 

 

Ⅱ 

日本の社会保障制度の仕組み、少子高齢化と年金問題について基本的な知識を問う。 

 

Ⅲ 

日本銀行の役割と 1990 年代中葉以降の金融政策の変遷について基本的な知識を問う。 

 

Ⅳ 

裁判所と三審制および裁判の種類について基本的な知識を問う。  



数学 

 

１ 数学 I(集合の要素の個数)の範囲の知識と計算力をみる． 

２ 数学 I(2 次関数)と数学 II(積分)の範囲の知識と計算力をみる． 

３ 数学 A(図形の性質)の範囲の知識と計算力をみる． 

４ 数学 A(場合の数)の範囲の知識と計算力をみる． 

 

 

  



数学(薬・歯) 

 

１ 数学 I(根号を含む式の計算)の範囲の知識と計算力をみる． 

２ 数学 II(微分)の範囲の知識と計算力をみる.  

３ 数学 A(場合の数)の範囲の知識と計算力をみる． 

４ 数学 II(指数と対数)の範囲の知識と計算力をみる.  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



生物(薬・歯) 

 

Ⅰ 細胞（原核細胞と真核細胞のいずれも含む）の構造の基礎知識を問う。 

 

Ⅱ 細胞内の呼吸経路である解糖系・クエン酸回路・電子伝達系に関する基本的な知識および

エネルギー生成の仕組みに関する総合的な理解を問う。 

 

Ⅲ カエルの初期発生に見られる一連の現象を理解し、脊椎動物のかたちが作られていく過程

を説明できるかを問う。選択肢より正しい文章、語句を選ぶことによって評価する。 

 

Ⅳ 感覚受容の基本原理と、聴覚・平衡感覚・視覚それぞれの構造と機能の対応関係について

の基礎知識を総合的に問う。 

各感覚器の名称や仕組みを正確に理解し、構造と働きを関連づけて整理できているかを評価

する。 

 

Ⅴ 生態系における食物連鎖や栄養段階、生物多様性と生態系サービスに関する基礎的な知

識と理解を問うことを意図した。  



化学(薬・歯) 

 

Ⅰ 物質の状態についての基礎的な知識を問う。小問 1 は化学結合についての、小問 2 は結

晶構造についての、小問 3 は水の状態変化についての、小問 4 は気体の状態方程式につ

いての、小問 5 は溶解度についての、小問 6 は浸透圧についての理解を問う。 

 

Ⅱ 物質の状態変化と化学平衡についての知識を問う。小問 1 は燃焼エンタルピーについて

の、小問2は気体の燃焼反応についての、小問3は平衡定数についての、小問4は電離平

衡についての理解を問う。 

 

Ⅲ 無機化合物の性質と気体の製法についての知識を問う。小問 1 はカルシウムについての、

小問 2 は金属イオンの分離についての、小問 3 は気体の発生方法・乾燥方法・捕集方法に

ついての理解を問う。 

 

Ⅳ 有機化合物の性質と反応についての知識を問う。小問 1 は芳香族化合物の製法・性質・反

応についての、小問 2 は脂肪族化合物の異性体についての理解を問う。 

 

V 高分子化合物についての基礎的な知識を問う。小問1はアミノ酸とタンパク質についての、

小問2はタンパク質の検出反応についての、小問3は熱硬化性樹脂についての、小問4は

糖類の構造と性質についての理解を問う。 

 

  



物理 

 

Ⅰ力学から、重力に関する問題である。 

運動方程式、重力加速度、加速度と移動距離の関係、遠心力などの理解を問う。 

 

Ⅱ波動から、水面波の干渉に関する出題である。 

波の伝わる速さと周波数と波長の関係、波の干渉などの理解を問う。 

 

Ⅲ電磁気学から、静電場に関する出題である。 

静電気力、点電荷による電場、外力のする仕事と静電エネルギーの変化との関係などの理解

を問う。 

 

 


